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審 査 の 要 旨 
【批評】 
補間は古くから研究されている問題であるが、本論文は、時空間データを対象としてその精度や整
合性を向上させる可能性を指摘しているとともに、MAUPやサンプリング設計といった重要な問題にも
適用できることを示している。本論文の学術的貢献は、むしろ空間統計モデルを補間やそれに関連す
る諸問題に適応させるために改良した点にあり、大量普及・大規模化した空間データ・時空間データ
の活用可能性を拡張したという意味でも高く評価できる。各章の内容は、多くの国内外の学術雑誌や
国際会議にて既に公表され、受賞実績も豊富であり、極めて優れた内容であると考えられる。 
以上より、本論文は、博士号を授与するに十分なレベルに到達していると判断する。 
【最終試験の結果】 
平成２６年１月２７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
